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(3)研 究 の概要

藻類や シア ノバ クテ リアな どの光合 成微 生物 のな か には、太 陽エネ ルギー を

使 って、水か ら水素 を作 る能 力を持 つ ものがあ る。 そ の能 力を生物工学 的 に高

める ことで、水 →水 素→水 とい う究極 の循環 型 ク リー ンエネル ギーサイ クル を

確立す る ことが可能 とな る。光合成 の光化 学系1で 生 じた還元 力は可 溶性 タ ン

パ ク質 で あるフ ェ レ ドキ シ ンを介 して,ニ トロゲナー ゼ/ヒ ドロゲナー ゼ系 に

渡 り,H+が 還元 され てH2が 発生す る。 フ ェ レ ドキ シ ンや ニ トロゲ ナーゼ/ヒ

ドロゲ ナーゼ系 は活 性 中心 に鉄 硫黄 クラス ター を持つ が,鉄 硫黄 ク ラス ター は

分子状酸 素 に感受性 が あ り,光 合成微生物 による水 素発 生の効 率 を高め る上 で

問題 とな る。今年度 は,鉄 硫黄 ク ラス ター の酸 素感 受性 を高め る 目的で,嫌 気

性 の光合成 細菌 で あ るヘ リオバ クテ リアか ら2種 の フェ レ ドキ シ ンFd1とFd2

を単離精製 し,そ の一 次構造 を決定 し,さ らにヘ リオバ クテ リアの染色体DNA

上で,Fd1とFd2の 遺 伝子が クラス ター構造 を作 って いる ことを明 らかに した 。

また,2種 の フェ レ ドキ シンうちFd1は 酸 素 に対 して,比 較的安定で あったが,

Fd2は 酸 素 に対 して著 しい感受 性が あった。今 後,こ の2種 の フェ レ ドキ シ ン

の構造 と機能 を比較 す る ことで,鉄 硫黄 ク ラス ター の酸 素耐 性 の向上 を図 る手

がか りが得 られ るもの と期待 され る。
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